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実践団体情報

記入日 西暦 2021 年 1 月 5 日（20 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

代表者名 校長 永井 和弘 

プラン全体のタイトル 金栄小学校災害タイムライン 

〜My タイムラインの実行と避難率向上を目指せ〜 

電話番号 0897-37-2313 

メールアドレス n12233@city.niihama.lg.jp 

実践団体の説明 平成 16 年豪雨災害の土砂災害や浸水被害などの被災経

験から、毎年 5 年生が防災に関するテーマを定め、防災学

習に取り組んでいる。 

過去に防災科学技術研究所が開催した e 防災マップ部門

で 2 年連続最優秀賞を受賞した。 

所属メンバー 担当：新居浜市市民環境部 危機管理課 

主幹 高橋直樹５ 

活動地域 新居浜市金栄校区 

活動開始時期・結成時期 2008 年 

過去の活動履歴・受賞歴 2014・2015 年 e 防災マップ最優秀賞受賞 

2015 年 地区防災計画モデル地区 

プラン全体の概要 １ 毎年小学5年生が1年間を通じて防災学習を実施し、命

を守る行動などの防災力向上を目的としている。 

２ 今年度は、コロナ禍のため住民が集う機会がなかった

ため、地域防災新聞を作成して、地域住民に対し回覧を

行い、防災学習などから学んだことを伝える。 

３ 児童及び保護者に対して、防災アンケートを実施し、1

年間学んだ防災学習の成果を今後の防災学習に繋げる。 
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プランの年間活動記録 

プランの立案と調整 活動準備 実践活動 

4 月 

5 月 年間計画立案 

6 月 関係機関との協議 防災学習打合せ 

7 月 関係機関との協議 防災学習打合せ 防災アンケート 

8 月 防災学習 過去の災害について 

9 月 まちあるき打合せ 防災力を高めよう 

防災タイムラインについて 

10 月 防災学習 

防災まちあるき 

防災マップについて 

まちあるき 

まちあるき結果整理 

防災アンケート 

11 月 防災学習 防災学習発表会打合せ 防災マップ作製 

地域防災新聞作製 

12 月 防災学習 防災学習発表会打合せ 防災マップ作製 

地域防災新聞作成 

1 月 防災学習 防災学習発表会準備 

防災学習発表会 

2 月 防災学習 防災学習取りまとめ 

防災アンケート 

3 月 まとめ 

次年度計画立案 
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プラン全体の反省点・課題・感想 新型コロナ感染防止に伴い、年度初めから臨時休校と

なり、授業に遅れが生じました。このことから、防災学

習より通常の授業を優先し、授業の遅れを取り戻すこと

としました。 

1学期の防災学習は断念し、2学期からスタートを切

り、学校と調整しながら例年どおりの防災学習を進めま

したが、ソーシャルディスタンスなど、様々な制約があ

るなか、防災学習を進めました。 

今後の活動予定 近年の豪雨などによる自然災害は、大規模化及び広域

化しており、各地で甚大な被害が発生しております。こ

のことから、児童が学んだことを保護者、地域住民に発

信し、防災力向上を図ることが必要です。 

過去に被災した経験を活かし、土砂災害、浸水被害か

ら命を守り、被害の軽減に努めるよう、金栄校区がワン

チームとなって、取り組みを進めて行きます。
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実践したプランの内容と成果

記入日 西暦 2021 年 1 月 5 日（20 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 1 

タイトル 過去の災害について 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

実践にかかった金額 5,000 円未満 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 西暦 2020 年 8 月 28 日（金）9 時 30 分〜11 時 30 分 

実践の所要時間 2 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 6 人 

防災教育の対象者の属性 小学５年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 63 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県 新居浜市 

実践を行った具体的な場所 

例：〇〇小学校体育館

新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市市民環境部 危機管理課職員 

平成 16 年豪雨災害画像 

達成目標 新居浜市内及び全国各地で発生した過去の自然災害について学び、

自分たちの地域で自然災害が発生した際の命を守る大切さ並びに自

助、共助の重要性を学ぶ。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 

1 金栄校区、新居浜市及び全国で発生した過去の自然災害を知る。 

2 金栄校区で自然災害が発生した個所及び発生する可能性がある個所

を知る。 

3 金栄校区のハザードマップを見て地域の災害特性を知る。 

得られた成果 1 平成16年豪雨災害以降に生まれた小学5年生が金栄校区で発生した

豪雨災害について学び、被災体験を受け継ぐことができた。 

2 近年の豪雨災害などの教訓から、土砂災害、浸水被害が発生する可

能性を知り、自然災害などの発生時に迅速かつ的確に対応できるよ

う防災力の向上を図れた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 可能な限り、当時の画像を使用し、目で見て学ぶことに努めた。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 

関係者の説明 

関係者の連絡先 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 自助、共助の重要性 
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記入日 西暦 2021 年 1 月 5 日（20 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 2 

タイトル 防災力を高めよう 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

実践にかかった金額 5,00０円未満 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 西暦 2020 年 9 月 8 日（火）9 時 30 分〜11 時 30 分 

実践の所要時間 2 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 6 人 

防災教育の対象者の属性 小学 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 63 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県 新居浜市 

実践を行った具体的な場所 

例：〇〇小学校体育館

新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市市民環境部 危機管理課職員 

PC 

達成目標 １ 地域の危険個所及び新居浜市で発生した平成 16 年豪雨災害の画像

を活用して、地域の地理的特性を知る。 

２ 避難経路、避難所、災害用防災資機材などについて学び、学校に

おける防災リーダーの役割を担えるように防災力を身に付ける。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 

1 今日からできることとして、防災に対するスイッチを入れ、防災に

関心を持つ。 

2 大雨などが降った際には水路があふれるなどして危険個所となるこ

とを学ぶ。 

3 土砂災害・浸水被害から身を守り、率先して家族及び地域住民とと

もに地域を守れるよう知識を習得する。 

得られた成果 1 過去の災害から、自分の命は自分で守ることについて知識を習得す

ることができた。 

2 金栄校区内の危険個所や過去の被災個所を知り、地域の災害特性か

ら災害発生時に命を守る大切さを学んだ。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 平成 16 年豪雨災害などの被災画像を使用し、目で見て学ぶことに努め

た。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 

関係者の説明 

関係者の連絡先 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 平成 16 年豪雨災害の被災経験から地域の災害特性を伝える。 



⑩ 新居浜市立金栄小学校

記入日 西暦 2021 年 1 月 5 日（20 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 3 

タイトル 防災タイムラインについて 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

実践にかかった金額 5,00０円未満 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 西暦 2020 年 9 月 15 日（火）9 時 30 分〜11 時 30 分 

実践の所要時間 2 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 6 人 

防災教育の対象者の属性 小学 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 63 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県 新居浜市 

実践を行った具体的な場所 

例：〇〇小学校体育館

新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市市民環境部 危機管理課職員 

PC 

達成目標 １ 令和元年度に作成した金栄小学校災害タイムラインの時系列に基

づき、防災行動を学び、各自のタイムラインを考える。 

２ 実災害発生時に、タイムラインに基づく防災行動を取ることがで

きるか今後検証する。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 

1 避難行動を判断する時に有効な情報として今後の天気を確認する。 

2 避難を開始するまでに準備・考えておくことを話し合う。 

3 有事の際に備え、防災グッズの準備、防災マップから情報を得る。 

4 避難行動を判断する際の気象情報の入手方法及び避難行動を判断す

る際の有効な情報について学ぶ。 

得られた成果 1 台風が発生してから災害が発生し、河川が氾濫するまで時系列に沿

って知識の習得ができた。 

2 3日前から河川が氾濫するまでの主な備えについて、個人及び家族

が身を守る行動について学ぶことができた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 始めて見聞きする防災タイムラインの重要性、事前に行っておくべ

き備えについて理解することに苦労した。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 

関係者の説明 

関係者の連絡先 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 金栄小学校災害タイムラインを幅広く伝える。 
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記入日 西暦 2021 年 1 月 5 日（20 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 4 

タイトル 防災マップについて 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

実践にかかった金額 5,00０円未満 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 西暦 2020 年 10 月 9 日（金）13 時 30 分〜15 時 30 分 

実践の所要時間 2 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 4 人 

防災教育の対象者の属性 小学生 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 63 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県 新居浜市 

実践を行った具体的な場所 

例：〇〇小学校体育館

新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市市民環境部 危機管理課職員 

PC 

達成目標 １ まちあるきの実施に向けて、新居浜市防災マップを活用して、凡

例に基づき地域内の危険個所などを調べる。 

２ 金栄校区の白地図を活用して、グループごとに地域の地理的特性

など地図に記載し、金栄校区の特色を知る。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 

1 まちあるきに向けて、過去の被災内容や被災個所を事前に調べる。 

2 被災者の方から平成 16 年豪雨災害による被災体験を聞き取りする

ために事前にグループで協議を行う。 

3 災害時に土砂災害及び浸水被害などの可能性がある個所ついて、金

栄校区防災マップを活用して予備知識を持つ。 

得られた成果 1 金栄校区防災マップから、地域特性をグループで共有することがで

きた。 

2 安全な避難経路、避難所、災害時に役に立つ場所など、災害に関連

した地域特性を学んだ。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 防災マップの凡例から避難所となる施設、河川越水による浸水域、

土砂災害警戒区域などついて知識の習得を行った。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 

関係者の説明 

関係者の連絡先 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 土砂災害・浸水被害から身を守る大切さを知る。 
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記入日 西暦 2021 年 1 月 5 日（20 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 5 

タイトル 防災まちあるき 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

実践にかかった金額 5,000 円未満 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 西暦 2020 年 10 月 15 日（木）9 時 00 分〜12 時 00 分 

実践の所要時間 3 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 30 人 

防災教育の対象者の属性 小学 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 100 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県 新居浜市 

実践を行った具体的な場所 

例：〇〇小学校体育館

新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市市民環境部 危機管理課職員 

金栄校区自治会・金栄公民館・社会福祉協議会・民生委員 

達成目標 １ 防災まちあるきを各自治会単位のグループで、被災個所、危険個

所、災害時有効な施設及び場所などを調査する。 

２ 平成 16 年豪雨災害にて被災した地域住民から、当時の状況につい

て話を聞き、取りまとめ資料に反映する。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 

1 防災まちあるきを実施して、過去の災害内容や発生した個所及び災

害時に有効となる施設等を調査する。 

2 防災マップ作製時の基礎資料として、平成 16 年豪雨災害の被災者

から被災体験の聞き取りを行う。 

3 地域の住民と防災まちあるきを行うことにより、平時から顔の見え

る関係づくりを行う。 

得られた成果 1 安全な避難経路、避難所、平成16年被災個所、災害時に有効な場

所など災害に関連した地域特性を学んだ。 

2 地域内の道路などや土地の傾斜から、地域に潜む災害特性を実際に

自分たちの目で確認し、浸水方向などを確認することができた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 防災まちあるきに同行する地域住民と事前打ち合わせを行い、平成

16 年豪雨災害時の被災状況など、具体的な話など被災後の大変さを伝

えていただいた。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 金栄校区自治会・金栄公民館・社会福祉協議会 

関係者の説明 

関係者の連絡先 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 地域内の危険箇所などの存在を知り、身を守る大切さを知る。 



⑩ 新居浜市立金栄小学校

記入日 西暦 2021 年 1 月 5 日（20 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 6 

タイトル 防災まちあるき結果整理・防災マップ作製 

地域防災新聞作成・防災学習発表会準備 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

実践にかかった金額 5,00０円未満 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 10 月 23 日、11 月 12 日・26 日、12 月 15 日・18 日 

2021 年 1 月 12 日・15 日・（予定）29 日 

実践の所要時間 20 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 6 人 

防災教育の対象者の属性 小学 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 63 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県 新居浜市 

実践を行った具体的な場所 

例：〇〇小学校体育館

新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市市民環境部 危機管理課職員 

PC 

達成目標 １ 防災まちあるきで調査した結果を取りまとめ、防災マップ及び地

域防災新聞の作製に取組み、自治会回覧を通じて情報共有を図る。 

２ 参観日で 1 年間の防災学習で学んだことを発表し、地域ごとの災

害特性について情報共有を行う。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑩ 新居浜市立金栄小学校

実践内容・方法 

1 防災まちあるきにて調査した結果を、画像及びまちあるきで感じた

コメントなどを防災マップに反映した。

2 防災学習及び防災まちあるきから身につけた知識などから地域防災

新聞を作成し、今後自治会回覧にて情報共有を図る。 

3 参観日を活用して、1 年間の防災教育の取り組みを発表するため、

発表準備を行う。 

得られた成果 1 1年間を通じて、過去の災害や金栄校区の災害特性である土砂災

害・浸水被害から命を守る重要性を学ぶことができた。 

2 コロナ禍で地域住民が集うことが不可能な状況の中、地域防災新聞

を作成及び回覧し、地域防災力の向上が図ることができる。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 １ 初めて作成する地域防災新聞をより見やすく、内容を伝えやすく

することに工夫した。 

２ コロナ禍の中、例年同様の取り組みができない中、学校と調整を

図り、実施可能な取り組みを感染防止に努めながら実施した。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 金栄校区自治会・公民館・社会福祉協議会・ 

関係者の説明 

関係者の連絡先 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 土砂災害・浸水被害から命を守り、過去の被災経験を後世に伝える。 


